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干溝集落の皆さん約100人が、こどもの日に
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着々セ進む！
特別養護老人ホーム（介護支援センター）

荘の建設が着々と進んでいます。現在、全体工事の約40％の進捗状況です。

◆施設概要

　・階　　数　地上3階、塔屋1階

　・構　 造鉄筋コンクリート造
　・建築面積　1，727．51㎡（522．57坪）

　・床面積1階　243．28㎡（73．60坪）
　　　　　2階　1，370．94㎡　（414．70坪）

　　　　　3階　1，622．90㎡　（490．92坪）

　　　　塔屋　　71．60㎡　（21．66坪）

　　　　合計　3，308．72㎡（1，000．88坪）

・部屋数療養室1人用………8室
　　　　療養室2人用………6室
　　　　療養室4人用………9室
　　　　痴呆療養室1人用…2室
　　　　痴呆療養室2人用…1室

26室

60床

施　　設　　内　　容

1階 ピロティ・機械室・各設備機器スペース・エレベータ室

2階
事務室・ホール・相談室・ボランティア室・会議室・機能回復訓練スペース・休憩室

調理室・エレベータ室

3階 療養室23室・痴呆療養室3室・食堂・浴室・寮母室・医務、看護婦室・エレベータ室
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1階平面図
＊冬期間の風雪を考慮し、ピロティ内に各設備機器スペース、施設用駐車場を設け

てあります。

＊渡り廊下で既存ディサービスと結ぶことにより、連携した運営体勢をとれるよう

考慮しました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！秘＊事務室はオープンカウンター方式とし、ホールにつながる明るく開放的な空間と

なっています。

＊ボランティア室、礼拝室は和室のつづき間とし、広間としての多目的な利用が可

能となっています。

＊調理室廻りは環境衛生設備指針に墓づき、食品の搬入・搬出にあたって動線の交

流を少なくしたものとなっています。
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ノ 3階平面図
＊階段の位置は、防災上2方向避難ができる位置とします。また、療養室外側にバ

ルコニーを設け、滑り台を通じて直接地上へ避難が可能な計画となっています。

＊寮母室、医務看護婦室の介護部門を建物の中央に配置し、療養室での介護を簡易

に行なえるようになっています。

＊食堂は入居者の方々のふれあいの場とし、可動ステージを設けるなどさまざまな

イベント、ボランティアの人たちとの交流が可能です。また、弧を描きながら設

置された窓からは、七川の流れを眺望できるようになっています。

＊痴呆者療養室の廻りには廊下と隔てて通路を設け、入居者の俳徊性を考慮しまし

た。
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5
月
2
4
日
㈲
、
村
民
体
育
館
で
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
発
足
記
念
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
参
加
し
た
チ
ー
ム
は

7
チ
ー
ム
、
開
会
式
で
選
手
を
代
表

し
て
ラ
イ
ダ
ー
ス
の
広
田
有
海
選
手

が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
早
速
試
合
に

入
り
ま
し
た
。

　
試
合
は
予
選
リ
ー
グ
か
ら
行
わ
れ
、

決
勝
リ
ー
グ
に
4
チ
ー
ム
が
こ
ま
を

進
め
、
記
念
す
べ
き
こ
の
大
会
の
優

勝
は
「
神
風
」
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し

た
。
　
こ
の
日
は
、
全
チ
ー
ム
と
も
4
試

合
、
ま
た
、
5
試
合
と
い
う
ハ
ー
ド

な
戦
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
白
熱
し
た

戦
い
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
結
果

　
優
　
勝
　
「
神
風
」

準
優
勝

第
3
位

第
4
位

第
5
位

第
6
位

第
7
位

「
ラ
イ
ダ
ー
ス
」

「
K
2
」

「
M
K
D
」

「
ド
リ
ー
ム
中
里
」

「
チ
ー
ム
M
O
M
O
」

「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」

毅
纏
・

　
十
日
町
市
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

等
で
活
躍
し
て
い
る
主
婦
の
団
体
「
ぱ

わ
ふ
る
一
座
」
（
太
田
祐
子
代
表
・
1
1

人
）
が
5
月
3
0
日
ω
中
里
保
育
園
を

訪
れ
、
、
園
児
に
劇
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。
　
同
一
座
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
の
中
か
ら
「
も
っ
と
直
接
環

境
問
題
を
訴
え
た
い
」
と
一
昨
年
n

月
に
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
生

協
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
ま
つ

り
、
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
な
ど
で
公
演

し
て
い
ま
す
が
、
保
育
園
の
訪
問
は

今
回
が
初
め
て
で
す
。

　
こ
の
日
の
出
し
物
は
、
食
品
の
害

と
自
然
の
偉
大
さ
を
テ
ー
マ
と
し
た

2
作
目
の
「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
。

「
防
腐
剤
や
着
色
料
、
化
学
調
味
料

を
入
れ
ち
ま
っ
て
、
ま
る
で
毒
を
食

べ
て
い
る
よ
う
な
人
問
の
味
は
、
い

く
ら
俺
た
ち
で
も
遠
慮
し
た
く
な
る

ぜ
え
ー
」
と
、
お
お
か
み
た
ち
が
嘆

く
場
面
も
登
場
し
ま
し
た
。
最
後
は

仲
良
く
し
て
い
た
森
の
精
に
あ
か
ず

き
ん
ち
ゃ
ん
が
無
事
助
け
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

繕

『
越
後
妻
有
の

8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
』

あ
な
た
の
賞
品
提
供
を

　
　
　
　
　
待
っ
て
ま
～
す
！

　
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里

創
プ
ラ
ン
「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
」
の
具
体
的
な
最
初
の
取
組

み
と
し
て
、
応
募
者
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
る
越
後
妻
有
の
様
々
な
ス
テ
キ

を
写
真
と
言
葉
で
つ
づ
る
「
越
後
妻

有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」
が
8
月

よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
写
真
と
言
葉
で
つ
づ
る
「
越

後
妻
有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」
は

圏
域
内
の
み
な
ら
ず
全
国
に
応
募
を

呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
越
後
妻
有
の

ス
テ
キ
を
全
国
に
紹
介
し
、
「
越
後
妻

有
」
の
認
知
度
を
高
め
、
交
流
人
口

の
増
加
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
応
募
者
に
贈
る
賞
も
越
後
妻

有
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
賞
品
を

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

賞
品
提
供
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
賞
品
提
供
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
際
は
、
越
後
妻
有
の
物
産
総

覧
、
観
光
資
源
と
し
て
P
R
の
材
料

に
活
用
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
賞
品
と
し

て
こ
の
よ
う
な
提
供
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
！
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楽
じ
い
難
日
で
し
た
墓

　
5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
、
干
溝

集
落
で
は
「
あ
じ
さ
い
ウ
ォ
ー
ク
」

と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
「
干
溝
な
ど
し
会
」

が
呼
び
掛
け
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
約
1
0
0
人
が
参

加
し
、
ア
ジ
サ
イ
や
ス
イ
セ
ン
な
ど

が
植
え
ら
れ
て
い
る
堀
之
川
を
ス
タ

ー
ト
し
宮
中
堰
堤
ま
で
の
往
復
約
5

㎞
を
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、
広
場
で

ジ
ャ
ン
ケ
ン
、
輪
投
げ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
そ
の
後
、
再
び
歩
き
薬

師
様
の
広
場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
み
、
最
後
に
参
加
者

全
員
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
な
い
ま

し
た
。

〉
薬
師
様
の
広
場
で

　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

　
貝
野
保
育
園
で
真
っ
赤
に
な
っ
た

イ
チ
ゴ
の
収
穫
が
真
っ
盛
り
。

　
園
児
た
ぢ
は
、
何
日
か
置
き
に
赤

く
な
っ
た
イ
チ
ゴ
を
収
穫
す
る
の
が

楽
し
み
で
「
ま
だ
赤
く
な
ら
な
い
か

な
P
」
と
毎
日
の
よ
う
に
イ
チ
ゴ
畑

を
の
ぞ
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
3
回
の
収
穫
を
行
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
園
児
た
ち
は
、

真
っ
赤
に
な
っ
た
イ
チ
ゴ
を
選
び
な

が
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
も
ぎ
取
っ
て

い
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
は
お
や
つ
の

時
間
に
食
べ
、
園
児
た
ち
か
ら
は
「
あ

ま
～
い
！
す
っ
ぱ
い
！
お
い
し
い
！
」

と
様
々
な
声
が
あ
が
っ
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
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●
O
●
O
●
O
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O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
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●
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O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O
●
O

　
5
月
1
7
日
㈲
、
中
里
村
民
球
場
で
長
岡
宮
内
小

学
校
・
柏
崎
東
中
学
校
・
十
日
町
水
沢
中
学
校
の

3
校
を
招
待
し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
村
の
中
里
中
学
校
は
2
校
の
招
待
校
と
対
戦

し
、
い
づ
れ
も
勝
利
を
修
め
ま
し
た
。

　
全
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
第
1
試
合

　
柏
崎
東
中
O
1
1
0
中
里
中

◆
第
2
試
合

　
長
岡
宮
内
中
1
1
1
水
沢
中

◆
第
3
試
合

　
長
岡
宮
内
中
8
i
5
柏
崎
東
中

◆
第
4
試
合

　
水
沢
中
2
－
3
中
里
中

灘

韮
曼
暴
潅
…
あ
壌
舞
蓬
姦

渥
慧
、
膝
ま
該

　
　
　
　
く

　
5
月
2
0
日
、
荒
屋
の
高
橋
訓

彦
氏
か
ら
村
長
侮
拙
会
福
祉
緯

役
立
て
て
も
ら
嚇
だ
嚇
老
駒
万

円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
だ
。

　
村
は
，
地
域
福
祉
墓
金
に
積

立
薫
地
域
保
健
福
祉
の
増
進
に

關
す
る
事
業
の
財
源
に
発
て
る

簸
定
瞭
す
。

★
「
お
ら
家
か
ら
の
贈
り
物
」
賞

・
じ
い
ち
ゃ
ん
の
竹
細
工

ゑ
・
’

“

・
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
郷
土
料
理

・
わ
た
し
の
作
っ
た
ユ
リ
の
花

・
わ
た
し
の
作
っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ

・
お
ら
家
の
プ
ル
ー
ン
ー
0
0
コ

・
各
種
野
菜
の
収
穫

門

　
　
　
　
　
　
　
ざ

　
　
　
　
　
、
聴
蠕
、

　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
滝

．
山
菜
．
ミ

・
漬
物

・
農
業
体
験

　
な
ど
な
ど

　
ご
提
供
い
た
だ
け
る
賞
品
は
、
み

な
さ
ん
の
考
え
た
賞
品
で
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

中
里
村
役
場
　
開
発
課
企
画
開
発
係

　
　
　
（
内
線
2
7
1
・
2
7
2
）
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　　　、沸盈め、きと

“マナビィーなか“と”から
　　　　　　　生涯学習情報

　　　　　　　　　　　《なか｛ドとトキメキ六学》

　平成10年度「なかさとトキメキ大学Jの年間学習計画が先般、全世帯に配布され、〆年6回の計画

が予定されています。ぜひ、多くの皆さんから参加いただき楽しい学習にしたいと考えています。

時
容
日
内
●
●

6月25目体》午後7時30分～午後10時・会場ユーモール　大ホール
（1）開講式　　（2〉講演　テーマ「生涯挑戦「私を育ててくれたスキーと人々」

　　　　　　　　講　師　元全臼本アルペンスキーメンバー
　　　　　　　　　　　　元冬季オリンピック目本代表選手　川端絵美氏

　
難
藩
、
鰹
灘
國
　
　
　
　
　
”
　
　
灘
騰
蒙
嶽
だ
　
　
　
　
　
。
　
ぽ
糠
、
馨
　
　
　
　
　
磯
…
難
葡
す

　
鐵
薗
蒙
糧
時
場
容
　
師
“
　
謹
懸
鱒
、
く
時
　
場
費
師
軸
　
欝
灘
篠
時
　
場
費
師
●
　
・
掌
方
ま
時
場

　
雛
蚤
騨
第
　
　
　
　
　
”
　
魏
篠
懸
懸
舶
　
　
　
材
　
勲
　
譲
灘
難
　
　
・
　
材
　
繋
蒙
擁
の
れ

　
．
㎜
懸
驚
●
臼
会
内
　
講
●
．
　
　
．
・
難
，
欝
の
参
目
　
会
教
講
”
　
　
懸
．
懸
濱
　
会
教
講
”
、
『
　
ア
く
日
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
『
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
●
●
●
●
●
◎
●
●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
澄
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
難
、
灘
ぽ
薩
お
回
　
容
法
　
”
欝
懲
糠
回
　
　

回
　
　
”
簗
蝋
蓬

　
鎌
灘
羅
鞄
を
歪
時
場
内
方
師
”
嚢
繭
騰
鑛
鱒
含
容
　
2
時
合
容
㈹
羅
．
薬
時
場
容

　
霧
の
奪
野
加
第
　
　
習
　
習
　
　
”
　
繋
鯵
難
第
　
　
　
　
　
第
　
　
　
　
　
“
　
欝

　
　
、
麟
　
蟹
参
●
日
会
学
　
学
　
講
”
　
　
然
灘
●
・
溜
薬
内
　
　
●
日
集
　
内
　
”
　
　
臼
会
。
内



　
4
月
よ
り
ご
み
の
分
別
、
出
し
方
が
変
わ
り
2
か
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
分
別
さ
れ
て

い
な
い
も
の
や
出
し
方
を
守
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
ご
み
を
出
す
場
合
は
特
に

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
古
紙
に
雑
誌
類
を
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
新
聞
．
チ
ラ
シ
の
中
に
雑
誌
、
カ
タ
ロ
グ
類
の
混
入
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

雑
誌
類
が
混
入
し
ま
す
と
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ま
せ
ん
。
雑
誌
類
は
分
別
し
て
「
燃
え

る
ご
み
の
日
」
に
出
す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
新
聞
と
チ
ラ
シ
を
分
け
て
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
聞
の
中
に
チ
ラ
シ

が
折
り
込
ま
れ
た
状
態
で
出
し
て
も
ら
っ
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◎
新
聞
．
チ
ラ
シ
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
な
い
で
ヒ
モ
で
十
字
に
縛
っ
て
く
だ
さ
い

　
新
聞
．
チ
ラ
シ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
す
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル

類
が
古
紙
に
混
じ
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。
作
業
し
や
す
い
よ
う
に
ヒ
モ
で
十

字
に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
大
量
の
こ
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん

　
著
し
く
大
量
の
ご
み
は
他
の
家
庭
ご
み
収
集
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
収
集
で
き
ま

せ
ん
。
特
に
事
業
所
、
店
舗
等
に
よ
り
大
量
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
る
場
合
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
大
量
の
ご
み
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
自
ら
持
ち
込
む
か
、
許
可
業
者
に
収
集
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
こ
み
を
直
接
持
ち
込
む
場
合
の
お
願
い

　
分
別
の
種
類
ご
と
に
処
分
方
法
、
場
所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て

正
し
い
場
所
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
埋
立
て
処
分
で
き
る
ご
み
は
「
ガ
ラ
ス
類
」
「
び
ん
類
」
「
陶
磁
器
類
」
「
灰
類
」

　
「
電
球
．
蛍
光
灯
」
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
空
き
缶
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
埋
立
地
に
捨
て

ら
れ
て
い
状
況
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
効
率
の
よ
い
ゴ
、
・
、
処
理
を
行
う
た
め
に
、
正
し
い
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
お
問
合
せ
は
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
（
盈
6
5
－
3
4
9
5
）
へ
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　　　　とっさの手当が命を救う！

赤十字救急法救急員養成講習会

◆日　時7月25日㈲・26目日
　　　　　　8月1目db・2日但）』

　　　　　　午前9時20分～午後5時30分

◆十日町勤労者総合福祉センター

　　　　「サンクロスJ（十日町郵便局前）

◆日本赤十字社　救急法指導員

◆講習内容　救急法概論、蘇生法、包帯法、止血法、

　　　　　　運搬法等の理論と実技

◆参加資格　満15歳以上の方で、講習の全日程に参

　　　　　　加できる方

◆定　　員　30名（定員になり次第締切ます）

◆参加料2，000円（テキスト・教材）

◆資格交付　講習に全時間出席し、学科と実技の検

　　　　　　定で80点以上の成績を修めた方に、赤

　　　　　　十字救急員適任証を交付します。

◆申し込み及び間い合わせ先

　　7月10日までに申込書を下記まで提出、または

お送りください。（申込書は役場民生課にあります。）

〒948－8501十日町市千歳町3－3

　日本赤十字社十日町市地区内

赤十字安全奉仕団十日町分団事務局

憎57－3111（内線161）

国民年金Q＆A
　　　会社員の妻になった場合、年金手続きは？

　　　会社員と結婚して、専業主婦となりました。国民

年金には加入したことがありませんが、どのような手続

きをすれぱよいのでしょうか。

　　　第3号被保険者としての届出が必要です。

　　　ご質問のように、夫が厚生年金保険や共済組合に

加入している場合、その被扶養者となっている妻は「第

3号被保険者」となりますが、そのためには届出が幽要

です。市区役所や町村役場に用意してある「国民年金被

保険者資格取得（第3号被保険者該当）届書」に必要事

項を記入して提出することになりますが、その際に年金

手帳を添付するとともに、届書の中にある配偶者（夫）

の勤務先事業主等確認欄の証明を受けるのを忘れないよ

うにしてください。この届出をしないと国民年金に加入

したことにはならず、年金を受け取るための資格を満た

せなかったり、年金額が少なくなってしまうことになり

ます。なお、第3暑被保険者となれる会社員などの妻は、

夫の健康保険や共済組含の被扶養者として認定されてい

ることが条件です。妻自信が自営業を営んだり、会社勤

めをして、一定以上の収入がある場合は夫の被扶養者と

は認められず、第4号被保険者として自分で国民年金の

保険料を納めることになります。

※妻が会社員で夫が被扶養者の場禽は、夫と妻を入れか

　えてください。
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固囲固囲

製
霧

樋ロ千春ちゃん（1歳）⑲

喜栄・愛子さん夫妻の2女（通り山）

　昼間はおじいちゃん、おぱあち

ゃんと一緒に散歩に出たりしてい

る干春ちゃん。お兄ちゃん、お姉

ちゃんが学校、保育園から帰って

くると一緒になって元気に飛び回

っているとのこと。

　そんな元気な干春ちゃんも“お

んぶ”をしてもらいたく帯を持っ

て甘えにくるそうです。

　お田さんは「健康で明るく育っ

てもらいたい」と話していました。

　
　
税
務
職
織
漁
競
務

　
　
大
学
榛
盤
翻
饗
集

　
税
務
職
員
を
採
用
す
る
た
め
の
平

成
1
0
年
度
国
家
公
務
員
採
用
皿
種

（
税
務
）
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

　
こ
の
試
験
に
合
格
し
、
税
務
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
と
税
務
大
学

校
（
全
寮
制
）
に
入
校
し
、
約
1
年
、

1
か
月
間
、
大
学
水
準
の
教
養
と
税

務
職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
研
修
終
了
後
は
各

税
務
署
へ
配
置
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格

　
昭
和
5
3
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
6

　
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

◆
申
込
受
付
期
間
と
申
込
先

　
6
月
2
4
日
か
ら
7
月
1
日
ま
で
に

　
人
事
院
関
東
事
務
局
へ

　
〒
1
0
0
1
0
0
0
4

東
京
都
千
代
田
区

　
　
　
　
　
　
大
手
町
1
1
3
1
3

　
智
0
3
1
3
2
1
4
－
1
6
2
1

◆
試
験
目
と
内
容

第
ー
次
試
験

　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
9
月
6
日
佃

　
　
教
養
試
験
・
適
正
試
験
及
び
作

　
　
文
試
験

第
2
次
試
験

　
　
1
0
月
1
5
日
か
ら
2
2
日
ま
で
の
指

　
　
す
る
1
日

　
　
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

◆
合
格
発
表

　
第
－
次
試
験
　
1
0
月
1
2
日
㈲

　
最
終
合
格
n
月
1
3
日
㈹

◆
申
込
み
用
紙
の
請
求
及
び
問
い
合

　
わ
せ
先

・
最
寄
り
の
税
務
署
　
総
務
課

・
関
東
信
越
国
税
局
　
人
事
第
2
課

　
〒
1
0
2
1
8
3
0
2

　
東
京
都
千
代
田
区
九
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1
1
i
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

社
会
糠
級
雛
謙
『
婁
有
福

祉
会
』
騰
懸
織
鍵
募
集

◆
勤
務
先

　
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設

　
　
　
　
　
　
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」

　
十
日
町
市
高
山
1
3
6
0
番
地
1

◆
募
集
職
種
、
採
用
人
員
、
受
験
資
格

・
作
業
指
導
員
…
…
…
…
…
…
1
名

　
　
昭
和
37
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

　
れ
の
、
作
業
療
法
士
の
資
格
を
有

　
す
る
者

・
作
業
指
導
員
助
手
兼
事
務
員

　
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
若
干
名

　
　
昭
和
32
年
4
月
2
日
以
降
生
ま

　
れ
の
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福

　
祉
主
事
の
資
格
を
有
す
る
者

◆
採
用
条
件

　
　
広
域
行
政
圏
在
住
で
通
勤
可
能

　
な
人
で
、
自
動
車
運
転
普
通
免
許

　
を
有
す
る
人
。

◆
合
格
、
採
用

　
　
合
格
者
は
、
平
成
1
0
年
7
月
の

　
採
用
候
補
者
に
な
り
、
採
用
の
日

　
か
ら
6
か
月
間
を
試
験
期
間
と
し
、

　
6
か
月
を
良
好
な
成
績
で
勤
務
し

　
た
と
き
に
正
式
採
用
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
手
続
き

◎
申
込
場
所

　
〒
9
4
9
1
8
5
2
5

　
十
日
町
市
大
字
新
宮
乙
1
9
5
番

　
地
3
　
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
妻

　
有
荘
」
　
　
奮
5
8
1
2
0
5
0

　
ま
た
は
、

　
〒
9
4
8
1
0
0
5
4

　
十
日
町
市
大
字
高
山
1
3
6
0
番

　
地
1
　
　
精
神
障
害
者
入
所
授
産

　
施
設
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」

　
　
　
　
　
　
費
5
2
－
0
0
5
0

◎
受
付
期
問
　
　
6
月
1
5
日
ま
で

◎
提
出
書
類

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
。

・
卒
業
証
書
の
写
し
ま
た
は
証
明
書

　
の
写
し
。

・
免
許
、
資
格
を
有
す
る
証
明
書
の

　
写
し
。

・
返
信
用
封
筒
に
80
円
切
手
を
貼

　
り
、
住
所
、
氏
名
を
記
し
た
も
の
。

※
職
員
採
用
試
験
申
込
書
は
、
役
場

　
民
生
課
・
妻
有
荘
・
エ
ン
ゼ
ル
妻

　
有
に
あ
り
ま
す
。

◆
試
験
等

第
ー
次
試
験

・
日
時
　
6
月
2
1
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
か
ら

・
会
場
　
　
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」

・
内
容
　
　
一
般
教
養
、
小
論
文

・
合
格
発
表
　
6
月
下
旬

第
2
次
試
験

　
詳
細
は
1
次
試
験
合
格
者
に
通
知

　
し
ま
す
。

清
濤
幽
灘
蒙
鎌
り

小
松
原
灘
編
撚
聯
キ
ン
グ

　
～
美
し
い
自
然
を

　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う
～

◆
目
時
　
6
月
2
1
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
6
時
3
0
分

　
　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
前
集
合

◆
会
費
　
大
人
　
1
、
0
0
0
円

　
　
　
　
子
供
　
　
　
5
0
0
円

◆
申
込
み
、
詳
細
は

　
　
倉
俣
　
鈴
木
　
和
雄

　
　
　
　
　
　
盈
6
3
1
3
9
9
6

　
　
田
中
　
富
井
　
吉
三

　
　
　
　
　
　
暦
6
3
－
2
8
1
0

村
鐵
灘
山

◆
日
時
　
7
月
1
9
日
・
2
0
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
泊
2
日
）

◆
場
所
　
火
打
山
（
妙
高
）

※
会
費
、
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ

　
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
み
先

　
は
小
松
原
清
掃
パ
イ
キ
ン
グ
と
同

　
じ
で
す
。
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趣闘圏闘

・灘雛搬

劉井ノ川畿｝如来寺

携｛廣田灘｝干溝

儲｛樋・酵｝通り山

　　　　あ欝｛村蠕葵｝宮中

｛丸山剛三　田　中
中島由美子　本屋敷

｛林　 正樹　山　崎
小平ゆかり　長野県

懲
山
原
俣
敷
田
　
山
沢

　
　
　
屋
噺
桂
田

下
小
倉
本
割
　
清
芋

）
　

）
　

）
　

）
　

）
　

）
　

）
　

）

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（
　

（

男
ラ
サ
ト
ヨ
郎
治
工

朝
ト
マ
ミ
チ
太
三
キ

今
　
　
　
　
熊
　
ヨ

木
部
喜
雲
島
本
田
田

鈴
服
齋
南
大
山
山
中
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

今月の納税と振替圓

■村県民税　（6月30日）

■国保税（6月30田）
■国民年金　（6月25日〉

■保育料（6月30日）
■上下水道料　（6月25日）

鐵灘馨灘麟醸鞭
　　麓欝驚馨欝

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
離
婚
、
相

続
、
土
地
、
金
銭
上
の
問
題
。
そ
の

他
近
隣
の
い
や
が
ら
せ
、
名
誉
・
信

用
の
侵
害
な
ど
の
人
権
問
題
。
ま
た
、

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
の
問
題
な
ど

で
お
悩
み
の
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
期
目
　
6
月
1
9
日
㈹

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

◆
会
場
　
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
担
当
者

　
　
法
務
局
職
員

　
　
　
　
総
務
係
長
　
金
澤
　
文
雄

　
　
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
濱
野
　
孝
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
喜
　
正
甫

　　『児童手当の現況届」について
◆提出時期の変更

笛年6月に提出していただきましたが平成筍年度に限り、7月4

目から7月末臼と変更になりました。（特別減税に伴うもの）

7月になりましたら受給者の方には「児童手当現況届Jの書類を

送付いたしますので必要事項を記入のうえ、民生課　住民係に提出
してください。

この届の提出がないと6月以降の手当が受けられなくなります。

扶養親族数別所得制限隈度額は次のとおりです。

群しくは、民生課住民係までお問合せください。

　　《扶養親族数別所得制限限度額》

扶養親族数 本則給付 特例給付
0人 1，529，000円 3，445，000円

1人 1，829，000円 3，745，000円

2人 2，129，000円 4，045，000円

3人 2，429，000円 4，345，000円

4人 2，729，000円 4，645，000円

5人 3，029，000円 4，945，000円

※老人扶養親族がある場含には、4人につき60，000円を加算する。

数
　
ロ

件
　
ゼ

故
者
者
故

事
　
事

通
　
亡

交
死
傷
死

●
●
●
●

7件

1人

8人

51日

　　　　鶴懸懲藁懸懇騨難講灘
　　羅藥霧麗麟灘薄羅躍議繊灘i離鞠
，鱗醜馨識難細欝鱗i欝灘腿灘鑓讐翻購繋鵬慧羅難懸礁『『
翻糞懲翻撤醗雛鍵禰馨鍵欝・4網鎌謬畿隆お送璽搬難きま麟難懲．

本華6鶏からは、聯縄から翌難4禰ま驚』の6翻分を欝箪6爾に鷺
回にまとめてお送りすることになりました。

このことは、いままでの支払月を変更するものではありません。

支払は今までどおり「6月・8月・10目・12月・2月・4目」に支
払いされます。

　　　痴桑懲老搬嚢瞳鵜談の嚢施
　講糧灘擁灘灘鍵欝繕麟i羅纒欝i鐵鱗獲糎畿灘鍵i灘縷難馨懸灘透

　痴鍵難懇灘i纏欝麟i羅誘團嬢鱒欝鐵．慧難i．灘i綱畿叢難驚慧難

．翻．，騰舞醐騨翻鯛鶴．難騰灘織，．
　　　灘榊睡翻翻鱒繊雑謹鱒糖購灘
　　　鞭成鋼毎裂網鞠圏働　離後2蒔懸ら簗騰
◆会　場　帯囲購探健駈　3階保健指導鍵

◆内　容　痴呆牲老i入に関する相談

◆医　舗　厚生連中条病院　須賀　良一・先生

◆費用無料
◆問い合わせ及び申込み先

　　十日町保健所　保健指導係（智57－2400）
　※予約制ですので事前にご連絡ください。

広報な：かさと　　　平成10年6月10日



　6月15目～7月5目

カレンダー一
15（月）

16㈹ 日本脳炎合保健センター　（∋14：00～14：30受付

17ωO 補聴器相談（リオン）合役場（∋13：45～14：00i

18休）
麻しん　合上村病院小児科外来
（D14：00～14：30受付
中里村議会第2回定例会合役場（D10：00～1

19働

中里村議会第2回定例会合役場010：00～1
妊婦健診・母親学級
合上村病院産婦人科　（913：00～13：30受付1

心配ごと相談（広田和子）
合ディサービスセンター　（D13：30～16：00i

行政相談
合老人福祉センター　（D13：30～16：00

…20ω

ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　（D11：00～11：40

…22（月）

一23㈹ 遊びの教室
合総合センター　（D9：30～10：00受付

24ωO焼き物体験教室合村民体育館特別教室　（D19：30～

、25休）

麻しん　合上村病院小児科外来
（D14：00～14：30受付

なかさとトキメキ大学
合総合センター　（∋19：30～

…26働 心配ごと相談（樋口虎治郎）
合ディサービスセンター　（913：30～16：00i

、27ω ミュージックプラネタリウム
合ユーモール　Gl19：30～

・億奢∫、
轟鴛ゼ昏、．

ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　（911：00～11：40

29（月）

30㈹

1㈱
三種混合
合保健センター　（914：00～14：30受付
補聴器相談（リオン）

合役場　（D13：45～14：00

2（木）

子宮がん・乳がん検診　合上村病院産婦人1
科・外科　0子宮がん13：00～13：30受付・／
乳がん14：00～14：30受付

焼き物体験教室
合村民体育館特別教室　（D19：30～

3働
心配ごと相談（山田虎一）
合ディサービスセンター　（∋）13：30～16：00…

自然ふれあい教室（ホタルウォッチング）
合清津峡ホテル駐車場　㊤19：30～

4ω

悔　1
ドーム中里き☆ら○ら定期投影
合ユーモール　（∋11：00～11：40

灘鐵鍵糞覇鑛鐵鐵繍毅鑛難騰灘辮醸驚難縫雛灘

　　　　　　　　　灘難懸欝鐵馨蓼騰

小・中・高等学校の教科書を展示しますのでご覧

ください。

◆期間 6月26日㈹～7月10日㈹
（ただし、第2土曜日、日曜日は除く）

◆時問　平日

　　　　土曜

場会◆

午前9時から午後5時

午前9時から正午

十日町教科書センター

　　　（十日町中学校内）

⑳川西町診療所糖8講

⑳津南病院麗5謂

⑳庭野医曜矧

⑳①山・医醗備

　
田
植
え
も
終
わ
り
一
段
落
つ
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

つ
い
先
日
、
北
陸
地
方
も
梅
雨
入

り
を
し
た
よ
う
で
こ
れ
か
ら
ジ
メ

ジ
メ
し
た
日
が
続
き
ま
す
が
体
調

を
崩
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

　
さ
て
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
近
く
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
今

回
か
ら
法
改
正
に
よ
り
投
票
時
間

の
延
長
等
が
あ
る
よ
う
で
す
。
投

票
時
間
の
延
長
に
は
賛
否
両
論
あ

る
み
た
い
で
す
が
、
い
ず
れ
に
せ

よ
、
せ
っ
か
く
の
権
利
を
無
駄
に

す
る
こ
と
な
く
投
票
を
す
る
こ
と

が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。
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鞍
じ
潔
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譲

b
◎
、
…

　
O
．

一萎

響、

烈墾
り

．些

勲
。
霧

　
鵯
　
諺
診

職
・
兜
、

鶴
、
凝
・
五

　
の
巌
准
　
叫
卜
縞

　
聡
　
5
5
．
噛
裡

　
　
　
　
一
ッ
　
、
7
甫

謬
．
風
欝
学

礒

！
　
ン

、
蜘
議
『
暴

ブ　ナ

噸灘簿雛
　繭　　疵鄭“，マ　　 v繍び蝋鱗．踊5　　　貼

ス　ギ

5月末現在
（）は前月比

ユ　リ ウグイス

　　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

嚢人ロ男3，275人（一6）女3，292人（一2）計6，567人（一8）、凹世帯数1，633（＋1）
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